
吸光光度分析

吸光光度分析装置の概要

～吸光光度分析法の概要～
試料に紫外・可視領域の光を照射ときに、吸収され

る現象を利用する分析法である。
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原子吸光分析と吸光光度分析の比較

原子吸光分析 吸光光度分析

原 理 自由原子の吸収 非自由原子・分子の吸収

光 源
中空陰極ランプ
（同じ元素の発光）

タングステンWランプ
重水素D2ランプ

光 の 領 域 紫外・可視領域

光 路 ダブルビーム

試 料 測 定 部 バーナー 溶液セル

分 光 器 回折格子

光 の 検 出 器 光電子増倍管

ス ペ ク ト ル シャープ ブロード

選 択 性 有 無

鋭い sharp  広い broad



分光光度計の概念図（ダブルビーム式）
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原子吸収と分子吸収の相違

波長波長

吸
光

度

自由原子の吸収スペクトル
（気体）

他の影響がない。
選択性がある。

分子・遷移金属イオンの
吸収スペクトル（溶液）
溶媒分子との相互作用

選択制ない。

吸
光

度



物質濃度と吸光度

(1) 透過率T [%] =Ⅰo/Ⅰi x 100
(2) 吸光度A [-] = - logT

(3) A = εℓC 
ε：分子吸光係数

物質濃度C [mol/L]

強度Ⅰo強度Ⅰi

照射光 透過光

光路長ℓ[cm]

重要な関係式

C = 1M(mol/L)、ℓ = 1cmのと
きの吸光度Aを、モル吸光係数
[1/M・cm1]という。
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最大吸収



有機化合物の吸収スペクトル
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遷移の種類 吸収波長

π → π＊

n → π＊ 200～400nm

σ → σ＊

n → σ＊ 200nm以下
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